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資料３－１１

岡山県沿岸の概要（今回の津波浸水想定の対象範囲）

海岸線総延長
約５３７㎞
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● 岡山沿岸 （ 延長約５３７ｋｍ）

岡山沿岸の海岸地形は、瀬戸内海が遠浅であることから、古くから農
地や塩田造成等の埋め立てに影響を受けて変化している。特に、昭和
30年代後半から工業用地造成により自然海岸は著しく減少し、現在は
海岸線総延長の約半分となっている。また、自然海岸の約７割は島しょ
部にあり、本土部における自然海岸の割合は約3割となっている。

岡山県玉野市の沿岸状況



基本的な考え方

１）地域海岸ごとに津波高さ（既往津波・想定津波）を整理
２）下図のようなグラフを作成し、最大クラスの津波となる可能性のある対象津波群

の中から、津波高さが最も大きくなると考えられるものを最大クラスの津波とし
て選定

３）この津波を対象に、一定の悪条件の下、津波浸水シミュレーションを実施し、
浸水域及び浸水深を算定

図 最大クラスの津波を選定するためのグラフ

（「津波浸水想定の設定の手引き」（国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか、平成24年10月）より）

対象津波群の中から最大クラス津波を選定
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過去に岡山県沿岸に襲来した記録等がある既往津波
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発生年 津波の要因となった地震名 M

1707 宝永地震 8.4

1854 安政南海地震 8.4

1946 昭和南海地震 8.1

出典：日本被害津波総覧【第２版】
：津波痕跡データベース(東北大学災害科学国際研究所及び原子力安全機構)
：歴史史料

1854年安政南海地震

1707年 宝永地震

1946年 昭和南海地震

【 岡山県沿岸 】



想定津波について
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最大クラスの津波の選定
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選定した最大クラスの津波について

岡山県沿岸に最大クラスの津波をもたらすと想定される津波断層モデルとして、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検
討会」公表の11モデルのうち、本県の浸水状況に大きな影響を及ぼすと考えられる次の６のモデルを選定

対象津波 「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表（H24.8.29）の想定地震津波

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Ｍｗ＝９．１

【ケース①「駿河湾～紀伊半島沖」に
「大すべり域＋超大すべり」域を設定】

【ケース②「紀伊半島沖」に
「大すべり域＋超大すべり域」を設定】

【ケース④「四国沖」に
「大すべり域＋超大すべり域」を設定】

【ケース⑤「四国沖～九州沖」に
「大すべり域＋超大すべり域」を設定】

【ケース⑥「駿河湾～紀伊半島沖」に
「大すべり域＋（超大すべり域、分岐断層）」
を設定】

【ケース⑧「駿河湾～愛知県東部沖」と「三重県南
部沖～徳島県沖」に「大すべり域＋超大すべり域」
を2箇所設定】

出典：南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）(平成24年8月29日)



各種条件設定について（概要）
１）潮位については、各沿岸毎に「朔望平均満潮位」を設定
（地域海岸1：T.P.＋2.06m、地域海岸2：T.P.＋1.99m、地域海岸3：T.P.＋1.58m、地域海岸4：T.P.＋1.37m
地域海岸5：T.P.＋1.36m、地域海岸6：T.P.＋1.09m、地域海岸7：T.P.＋1.02m）

２）地盤の沈下については、断層モデルから沈降量を算定し、その結果を用いて陸域の地形データの高さから差し引く
（最大沈下量-0.44m）

３）地震動については、下表及びフローのとおり、各種施設の技術的評価結果に基づき判定
４）津波の越流については、越流と同時に各種施設とも「破壊」（比高ゼロ）

（「津波浸水想定の設定の手引きVer.2.00」
国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか,平成24年10月）より

6

設定した津波浸水想定の項目について

浸水深(m)

東京湾平均海面(T.P.)

津波水位
(標高)(m)

浸水域（浸水深を着色）
海岸線

※津波水位は地盤沈降量を考慮した値
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■基本事項
○浸水域

海岸線から陸域に津波が遡上すること
が想定される区域

○浸水深
陸上の各地点で水面が最も高い位置
にきたときの地面から水面までの高さ

■参考事項
○津波水位

津波襲来時の代表地点※ごとの海面高さ
（標高で表示、地盤沈降量を考慮）

○津波影響開始時間
海域を伝播してきた津波により、代表
地点※においての初期水位から＋20cm
（海辺にいる人々の人命に影響が出る
恐れのある水位変化）の変化が生じる
までの時間

※代表地点：背後の陸上部に人家等が存在し、
防災対策上必要となる沖合約30mの地点



計算結果について

■ 基本事項
○ 浸水域、浸水深 ： 岡山県津波浸水想定図のとおり
■ 参考事項
○ 最大津波高、津波影響開始時間

沿岸市名 最大津波高（m） 津波影響開始時間（分）

笠岡市 ３．２ｍ ２０２分

浅口市 ２．８ｍ ２５２分

倉敷市 ３．２ｍ １４７分

玉野市 ２．８ｍ １３８分

岡山市 ２．６ｍ １７０分

瀬戸内市 ２．８ｍ １１８分

備前市 ２．９ｍ １１６分

※ 「最高津波水位」は、海岸線から沖合約30mの地点における最高の津波の高さを標高で表示
※ 「津波影響開始時間」は、各市の代表地点の中での最短となる時間を表示
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設定した津波浸水想定の活用について

○ 津波避難意識の向上
・最大クラスの津波リスクの正しい認識に活用

○ 津波避難体制の構築
・最大クラスの津波から避難するために必要な
避難場所、高さ等の把握に活用

■津波防災地域づくりの推進

・市町・自主防災組織等と連携した説明会の実施
岡山市において、小学校区単位(96学区・地区)において
市民説明会を実施

・津波避難ビルの指定拡大
岡山市50箇所、倉敷市24箇所を指定
（H25.3.31時点）

・沿岸市において津波ハザードマップの見直し
対象市：8市 H26.3月現在、5市見直し

・海抜表示看板の設置

【津波ハザードマップ
等に係る説明会】
（岡山県岡山市）

【津波避難ビルの指定】
（岡山県岡山市）

【海抜表示シートの設置】
（岡山県岡山市）
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地域海岸の区分

11

地域海岸

地域海岸1 広島
ヒロシマ

県境
ケンキョ ウ

～ 浅口市
アサクチシ

寄島町
ヨリシマチョ ウ

地先
チサキ

広島
ヒロシマ

県境
ケンキョ ウ

～ 浅口市
アサクチシ

寄島町
ヨリシマチョ ウ

地域海岸2 浅口市
アサクチシ

寄島町
ヨリシマチョ ウ

地先
チサキ

～
倉敷
クラシキ

市
シ

下
シモ

津
ツ

井
イ

地先
チサキ

下津井港
シモツ イ コウ

海岸
カイガン 浅口市

アサクチシ

寄島町
ヨリシマチョ ウ

～ 倉敷
クラシキ

市
シ

下津井
シモ ツ イ

地域海岸3
倉敷
クラシキ

市
シ

下
シモ

津
ツ

井
イ

地先
チサキ

下津井港
シモツ イ コウ

海岸
カイガン

～ 玉野市
タマ ノ シ

渋川
シブカワ

地先
チサキ

倉敷
クラシキ

市
シ

下津井
シモ ツ イ

～ 玉野市
タマ ノ シ

渋川
シブカワ

地域海岸4 玉野市
タマノ シ

渋川
シブカワ

地先
チサキ

～ 玉野市
タ マ ノ シ

番田
バ ン ダ

地先
チサキ

玉野市
タマ ノ シ

渋川
シブカワ

～ 玉野市
タ マ ノ シ

番田
バ ン ダ

地域海岸5 相
オオ

引
ビキ

番
バン

田
ダ

海岸
カイガン

～ 久
ク

久
グ

井
イ

漁港
ギョ コウ

海岸
カイガン

玉野市
タ マ ノ シ

番田
バ ン ダ

～
岡山市
オカヤマシ

東区
ヒガシク

久久
ク グ

井
イ

地域海岸6 大浦
オオウラ

鼻
バナ

海岸
カイガン

～ 瀬
セ

溝
ミゾ

南
ミナミ

海岸
カイガン 岡山市

オカヤマシ

東区
ヒガシク

久久
ク グ

井
イ

～
瀬戸内市
セ ト ウ チ シ

邑久町
オクチョ ウ

虫
ムシ

明
アケ

地域海岸7 虫
ムシ

明
アケ

漁港
ギョ コウ

海岸
カイガン

～ 兵庫
ヒョ ウゴ

県境
ケンキョ ウ 瀬戸内市

セ ト ウ チ シ

邑久町
オクチョ ウ

虫
ムシ

明
アケ

～ 兵庫
ヒョ ウゴ

県境
ケンキョ ウ

海岸名 箇所名



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸①）
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モデル検討会(2012)

南海トラフ巨大地震

中央防災会議(2003)

想定東海・東南海・南海地震

1946昭和南海地震

1944昭和東南海地震

1854安政南海地震

1707宝永地震

1605慶長地震 1854安政東海地震
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地域海岸１での試算
最大クラスの津波の抽出

地域海岸 ①（広島県境 ～ 浅口市寄島町）
ひろしまけんきょう あさくちしよりしまちょう

最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸②）

地域海岸 ②（浅口市寄島町 ～ 倉敷市下津井）
あさくちしよりしまちょう くらしきししもつい
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モデル検討会(2012)

南海トラフ巨大地震

中央防災会議(2003)

想定東海・東南海・南海地震

1946昭和南海地震

1944昭和東南海地震

1854安政南海地震

1707宝永地震

1605慶長地震 1854安政東海地震
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地域海岸２での試算

最大クラスの津波の抽出



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸③）

地域海岸 ③（倉敷市下津井 ～ 玉野市渋川）
くらしきししもつい たまのししぶかわ
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モデル検討会(2012)

南海トラフ巨大地震

中央防災会議(2003)

想定東海・東南海・南海地震

1946昭和南海地震

1944昭和東南海地震

1854安政南海地震

1707宝永地震

1605慶長地震 1854安政東海地震
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地域海岸３での試算

最大クラスの津波の抽出

最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸④）

地域海岸 ④（玉野市渋川 ～ 玉野市番田）
たまのししぶかわ たまのしばんだ
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モデル検討会(2012)

南海トラフ巨大地震

中央防災会議(2003)

想定東海・東南海・南海地震

1946昭和南海地震

1944昭和東南海地震

1854安政南海地震

1707宝永地震

1605慶長地震 1854安政東海地震
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地域海岸４での試算

最大クラスの津波の抽出



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸⑤）

地域海岸 ⑤（玉野市番田 ～ 岡山市東区久々井）
たまのしばんだ おかやましひがしくくぐい
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モデル検討会(2012)

南海トラフ巨大地震

中央防災会議(2003)

想定東海・東南海・南海地震

1946昭和南海地震

1944昭和東南海地震

1854安政南海地震

1707宝永地震

1605慶長地震 1854安政東海地震
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地域海岸５での試算

最大クラスの津波の抽出

最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸⑥）

地域海岸 ⑥（岡山市東区久々井～瀬戸内市邑久町虫明）
おかやましひがしくくぐい せとうちしおくちょうむしあけ

17

モデル検討会(2012)

南海トラフ巨大地震

中央防災会議(2003)

想定東海・東南海・南海地震

1946昭和南海地震

1944昭和東南海地震

1854安政南海地震

1707宝永地震

1605慶長地震 1854安政東海地震
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地域海岸６での試算
最大クラスの津波の抽出



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸⑦）

地域海岸 ⑦（瀬戸内市邑久町虫明 ～ 兵庫県境）
せとうちしおくちょうむしあけ ひょうごけんきょう
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モデル検討会(2012)

南海トラフ巨大地震

中央防災会議(2003)

想定東海・東南海・南海地震

1946昭和南海地震

1944昭和東南海地震

1854安政南海地震

1707宝永地震

1605慶長地震 1854安政東海地震
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地域海岸７での試算

最大クラスの津波の抽出

各種計算条件について（詳細）

項 目 内 容

基礎方程式と

数値計算法

◆ 非線形長波方程式をLeap-Frog差分法を用いて近似（波源域から沿岸までの
伝播や陸域への浸水）

計算時間と

計算時間間隔

◆ 計算時間：１２時間

◆ 時間間隔： 0.2秒

対象地形 ◆ 現況地形

（陸 域）国土地理院・国土交通省による最新のLPデータを活用

（海 域）沖合：H24内閣府公表の津波解析データを活用

沿岸：H24内閣府公表の津波解析データを活用

（大規模河川）最新の測量結果を基に地形データを作成

粗度 ◆ 国土地理院の基盤地図情報や都市計画図などを用いて、土地利用状況に応

じた係数を設定

先端条件

（陸上への浸水条件）

◆ 水深10-2m
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計算範囲・計算格子間隔について
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計算領域及び計算格子間隔
①計算領域は、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」での解析条件を踏襲し、震源を含む範囲とした。
②計算格子間隔は、陸域から沖に向かい10m、30m、90m、270m、810m、2430mとしました。沿岸部の計算格子間隔は、10mとした。

○岡山県地震・津波対策専門委員会

開催： 計１回（平成２４年２月）

検討体制について
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